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令和５年第１回ダム利活用調整協議会

開催概要
□日 時 令和５年６月２日 ※荒天のため書面開催

□議 事
① 「かわまちづくり」支援制度について
② かわまちづくり事例紹介
③ 中筋川流域かわまちづくり計画について
④ 中筋川流域かわまちづくり計画登録に向けた実証実験等について
⑤ 令和５年度予算の再検について

□議事に対していただいたご意見

１．中筋川流域かわまちづくり計画について
○下流域に位置する四万十市にとって、ダムを中心とする水源地域の活性化、流域圏の発展を図ることも重
要と認識している。
今後、上流域の宿毛市・三原村とともに連携して「かわまちづくり」を含むビジョンの達成に取り組んで
いきたい。

２．中筋川流域かわまちづくり計画登録に向けた実証実験について
○各実証実験を実りあるものにし、来年度以降に繋げられるよう頑張りましょう。
○様々な企画を提案し、人々の交流等できるのはいいことです。進めて欲しい。
○良い取り組みだと思います。ダム本来の目的と、その周辺を活用した市民の皆様に喜んでいただけるイベ
ントとなることを願っています。
また、四季を通じた活用やその周知方法等について良いアイデアを提供していただければと思います。

○詳細に計画が練られていて実行できることを願います。
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実証実験に向けたコア会議の開催

実証実験に向け、ダム活元気ネットワークから主体となる構成員でコア会議を開催。

日時 令和５年５月１０日
場所 渡川ダム統合管理事務所＋WEB

・かわまちづくり計画について
・実証実験の取り組みについて
→夏の実証実験の取り組み内容決定
夏休み期間の更衣室、トイレの設置
炭焼き体験、アユのつかみ取り、クライミングフリーデー、ダム見学

日時 令和５年６月２７日
場所 渡川ダム統合管理事務所＋WEB

・実証実験イベント調整状況の共有
個別イベントの実施内容について協議
広報の方法について協議
各イベント参加スタッフの調整

日時 令和５年７月１８日
場所 渡川ダム統合管理事務所＋WEB

・実証実験の当日の役割分担などについて最終確認
・蛍湖まつり開催に向け、イベント内容についての意見だし

日時 令和５年９月２０日
場所 渡川ダム統合管理事務所＋WEB

・蛍湖まつり実施内容について協議
・スタッフ参加の調整
・イベント広報について
・夏の実証実験実施結果について
・キャッチコピーの提案

日時 令和５年１０月２５日
場所 渡川ダム統合管理事務所＋WEB

・蛍湖まつり実施内容の最終確認
・スタッフの配置について
・令和５年度の今後の取り組みについて
横瀬川ダムサイクリングイベント、もみじ植樹

・令和６年度の取り組み内容について

会議開催状況
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実証実験開催報告

実施時期 参加者数 実施メニュー

令
和
5
年

７月24日～
８月31日

第１回
社会実験

ー
【利用環境向上施設設置】
中筋川ダム 梅ノ木公園簡易更衣室
横瀬川ダム 大物川橋仮設トイレ設置

８月６日 ３名
中筋川ダム 村民憩いの森
・炭焼き体験（火入れ）
※当日悪天候により事前申し込み者のキャンセル有り

８月20日 11名 中筋川ダム 村民憩いの森
・炭焼き体験（窯出し）

８月20日 72名
中筋川ダム 梅ノ木公園
・アユのつかみ取り体験
・BBQコンロの貸し出し

８月26日 17名 横瀬川ダム
・ダム見学

８月26日 9名 横瀬川ダム
・クライミングフリーデー

11月12日 第２回
社会実験 約400名

中筋川ダム 蛍湖まつり
・体験型ダム見学
・湖面アクティビティ（SUP、足こぎSUP）※有料イベント
・ドローン、ロボマスター操縦体験
・無線で宝探し、キッチンカー 他

12月３日 第３回
社会実験 29名 ・ポタリング（サイクルトレイン乗車）※有料イベント

・ダム見学、クライミング

○施策の試行を通じた課題抽出や、来場者アンケートによる、かわまちづくりに関するニーズ把握等を目的として社会実験を開催。
○令和5年度の社会実験は夏休み期間中の利用環境向上施設の設置、週末イベント（計４回）を開催。
○既存イベントである蛍湖まつりでは湖面利用の実証実験としてSUP、足こぎSUP体験を有料イベントとして実施。
○中間拠点となる土佐くろしお鉄道有岡駅とサイクルトレインで連携したサイクルイベントを実施。
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利用環境向上施設設置

実施概要
水辺利用の多い中筋川ダムの梅ノ木公園、横瀬川ダム上流の大物川橋周辺に水辺をさらに利用しやすくするための施設を設

置し、利用者のニーズを確認した

□設置施設 中筋川ダム 簡易更衣室２基
横瀬川ダム 仮設トイレ２基（男女兼用１基、男性用１基、手洗い１基）

□設置期間 ７月２４日～８月３１日（更衣室は台風のため８月４日～１７日まで撤去）

中筋川ダム 梅ノ木公園簡易更衣室 横瀬川ダム 大物川橋仮設トイレ

満足度 トイレに期待すること

Q.大物川橋周辺に必要と感じた施設・整備
・キャンプ場 ・水洗い場 ・子供の公園
・炊事場 ・ネット回線

アンケート回答者（WEB） 10名

□その他感想など
・絶景のロケーションと川沿いの涼しさを存分に楽しみながらキャンプができた
・河原に子供に安全なため池のような自然プールがあれば尚よい
・道路から降りる道を固めて欲しい、簡易的な階段があればよい

水辺の利用状況

満足度 更衣室に期待すること
アンケート回答者（WEB） ７名

Q.梅ノ木公園周辺に必要と感じた施設・整備
・監視カメラなどの設備 ・自販機
・手洗い場 ・きれいなトイレ ・案内看板

□その他感想など
・光が入ると良い ・近くに足を洗える場所があるとよい
・荷物などをかけるフックや棚があれはよい
・鍵を強固にすると安心できる
・更衣室本当に嬉しいです
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炭焼き体験

実施概要
村民憩いの森にある炭焼き釜を活用し炭焼き体験（火入れ、窯出し）を実施。
BBQ利用や今後の中筋川ダムにおけるニーズについてもアンケートを実施。（参加費無料）

□実施日 火入れ ８月 ６日（日）
窯出し ８月２０日（土）※アユつかみ取りと同日開催

□参加者 火入れ ３名※荒天のため当日キャンセルあり
窯出し １１名

実施結果

アンケート回答者 １２名（２回の合計）

満足度 有料にした場合の参加について

□その他感想など
・休日の過ごし方を持て余すので自然の体験が子供には良かった
・孫の喜ぶ姿が最高に楽しい
・孫と遊べる

BBQ利用をする場合欲しい設備

・アンケート回答者全員が満足、やや満足と回答
・有料イベントでも参加するとの声が多かった

リピートについて
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アユのつかみ取り

実施概要
中筋川ダムの蛍湖において、河川内のプールで魚のつかみ取りを行うことで河川に触れてもらい水辺利用を促進することを目的

に実施。（参加費無料）
周辺のBBQ利用のニーズ把握としてBBQコンロの無料貸し出しも実施。

□実施日 ８月２０日（土）※炭焼き体験２回目と同日実施
□参加者 ７２名、BBQコンロ利用者 １名
□キッチンカー ３事業者

実施結果
アンケート回答者 ３４名

満足度 有料にした場合の参加について

□その他感想など
・楽しかった ・次回も開催するなら行きたい ・非常に良い企画・イベントだと思う

BBQ利用をする場合欲しい設備

・アンケート回答者全員が満足との回答であり、有料イベントでも参加するとの声が多かった
・イベント開催時間が午前中であったが、参加者はイベント終了後帰宅する方が多く、BBQ利用者は１家庭の
みであった。
・イベント開催中は全員が川に入り、終了後帰宅されたためキッチンカーの利用が少なく、イベントの開催時間や
内容によって出店要請等は検討が必要

リピートについて
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クライミングフリーデー・横瀬川ダム見学

実施概要
横瀬川ダムに設置されているクライミング施設を事前予約なしに体験できるイベントとして開催。
あわせて個人の受け入れは行っていない横瀬川ダム見学も行えるフリーデーとしてニーズの把握を行った。

□実施日 ８月２６日（土）
□参加者 クライミング ９名、ダム見学１７名

実施結果

アンケート回答者 クライミング９名、ダム見学１５名
満足度

クライミングを有料にした場合の参加について

□その他感想など

・アンケート回答者の約８割が満足との回答であった。
・クライミングは有料イベントでも利用したいとの声が多かったが、遠い
ため子供の帰省等のタイミングがあえば参加したいとの意見があった。
・来訪者が一定時間滞在できる組み合わせにより満足度向上が望
まれる。

クライミング

ダム見学

クライミング ダム見学

※無料でも利用しない理
由は「遠い」とのご意見

クライミング
・楽しかった。リフレッシュ出来た。金額も高くない。
・興味のある人もない人にも勧めたい位楽しかった。
・バリエーションが増えるとよい。距離があるので２時
間ほど楽しめるとよい。
・ダムでクライミングという貴重な経験をさせていただ
きありがとうございました。

ダム見学
・普段見れない所を見せていただいた
・ダムの事を知れるし、クライミングも楽しい
・子供だけでなく大人も楽しめたので、またイベント
を行ってほしい。

リピートについて
ダム見学
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蛍湖まつり

実施概要
中筋川ダムの定着したイベントである「蛍湖まつり」を「ダムを楽しんで学んでもらう」、「災害現場などで活躍する機械等の操縦

体験などで楽しみながら学んでもらう」、「ＳＵＰ、足こぎＳＵＰ体験で蛍湖でのアクテビティを楽しんでもらう」ことをテーマに開催。
今後のダム周辺のニーズ把握などを行った。
□実施日 １１月１２日（日）
□参加者 約４００名 内SUP、足こぎSUP体験 ３２名、中筋川ダム冒険クイズラリー ６２名

実施結果

アンケート回答者 76名
イベント満足度

□期待外れだったものへの意見

・アンケート回答者の約８割が満足またはやや満足との回答であった。
・子供が楽しめるゲームコーナーや体験コーナーが好評であった。
・ダム見学受付が１巡目実施時に終了してしまった。飲食のニーズも高く、来年度の実施に向けては検討が必要。
・駐車場が高所であり子供連れや高齢の方には不便であったため、安全な駐車場の確保が必要。

・ダム冒険クイズラリーの受付終了が早かった
・ダム冒険クイズラリーの人数を増やして欲しい
・キッチンカーの出店が少なかった。飲み物が欲しかった
・もう少し食べる物があれば良かった。地元のお弁当など。

印象に残ったイベント 駐車場について

□駐車場についての意見
・遠い。階段が急。（ダムサイト公園利用者と思われる）
・小さい子供がいる、いないで場所を誘導してもらいたい
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蛍湖まつり_SUP、足こぎSUP体験

実施結果

中筋川ダムの湖面活用のニーズ把握を目的として、蛍湖まつりに併せてSUP、足こぎSUP体験を開催。
四万十市観光協会より、会員のアクティビティ事業者の紹介を受け有料イベントとして開催した。

SUP、足こぎSUP体験
協 力 グッドリバー、ShimantoGreen
参加費 １回30分 １人 1,000円、親子1,500円
体験者 32名（１回受け入れ各５艇）

満足度

アンケート回答者 11名
体験に必要な施設 リピートについて

□参加者の感想
・未経験の友人にも勧めたい
・沢山の人にイベントを知ってもらい参加して欲しい。
のびのび遊べて良かったがもったいない。

□協力事業者の感想
・乗り口にもう少し広さ（フラットな面）があれば良い ・現在の乗り場では今回の人数設定で限界ではないか
・シーズン外の開催のためもっと宣伝すべき。話題的にTVや新聞にも取り上げられるのではないか
・11月は閑散期で営業を中止する事業者もおり、ダムで出店できると得な場合もある
・地元の人への宣伝として安めの値段で開催したが、本来は2，000円くらいは必要

・開催時期が湖面利用には適さない時期ではあったものの、アンケート回答者の全員が満足との回答であった。
・乗り場付近に簡易更衣室を設置していたが利用した人がアンケート回答者の内２名と少なかった。
・体験自体の広報や施設のPRを充実していくことが必要。
・事業者が十分な収益を得られる値段設定にできるためには現地の整備や組み合わせによる魅力の向上が必要。
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ポタリング幡多 大物川

実施概要
中筋川ダム、横瀬川ダムの中間に位置する土佐くろしお鉄道のサイクルトレインと連携した横瀬川ダムサイクリングイベントとして

開催。
サイクルトレイン、サイクリング、クライミング、ダム見学、食の組み合わせにより今後のニーズ把握を行った。

□実施日 １２月３日（日）
□参加者 ２９名 協力 エコ幡多、土佐くろしお鉄道
□参加費 2，500円

実施結果

アンケート回答者 29名
満足度 印象に残ったイベント

□その他感想など

・体験の中で特に良かったものについて、アンケート回答者は29名であったが、選択数は85と、一人当たり約３項目を選
択。体験の組み合わせが満足度に繋がっている。
・料金も安いが最も多く、次いで適当、やや安いの順であり高いとの意見は無かった。

・ダム見学も楽しみにしており格安で楽しい一日を過ごせた ・なかなか自分たちだけでは体験できない
・自然の中でのサイクリングが気持ち良かった。 ・クライミング初体験で良かった。
・いい地域おこし ・ダムPRの場だった。 ・また参加したい

必要な施設 認知度向上への取り組み
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各イベントへのキッチンカー等の出店

出店イベント

実証実験開催時に食の提供として、地元キッチンカー事業者に出店を要請
アユのつかみ取りイベント、蛍湖まつりに各３事業者に出店に協力いただいた。
蛍湖まつりではダム貯蔵のどぶろく販売も行っていただいた。

アユのつかみ取り（8/20） 蛍湖まつり（11/12）

出店数 キッチンカー3事業者 キッチンカー3事業者、一般店舗1事業者、どぶろく合同会社

参加人数 72名 約400名

売り上げ状況 ・売り上げがほとんどなかった。 ・売り上げは十分あった
・準備した数は売り切れだった
・用意した商品はほぼ完売した
・気温が低く売り上げが少なかった（冷菓）

今後について
その他

・開催するイベントによる
・複数メニューがある蛍湖まつり等の大きなイベントで集客
が見込めるイベントであれば出店を検討したい

・毎年参加しており今後も参加できる。今回くらい人がきてくれればよ
い
・出店したい
・どぶろくはダムで貯蔵したという付加価値があり売りやすくなっている

課題 ・イベント内容がアユのつかみ取りのみであったため、イベント
終了後は帰宅する参加者が多かった
・公園内通路際での営業であったため火気に注意が必要
・イベント内容、参加想定人数によって出店要請を検討す
る必要がある

・アンケート回答者より飲食を増やして欲しいとの声が多数あった
・来場者の想定人数によって出店要請者数を検討する必要がある
・会場内のキッチンカー配置スペースが限られるため、会場レイアウト
に工夫が必要
・会場で使用できるクーポンの配布時間帯が早ければ良い

実施状況
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令和５年度のその他の取り組み

中筋川ダムどぶろく貯蔵 横瀬川ダム卒業記念植樹

土佐三原どぶろく合同会社による中筋川ダム内へのどぶろく貯蔵
貯蔵したどぶろくを蛍湖まつり2023で販売。
準備したどぶろくは完売。

四万十市立中筋小学校 ６年生６名
宿毛市立山奈小学校 ６年生１５名

実 施 日 令和６年２月１３日（火）

実施内容 ・もみじ植樹
・森林学習
・ダムの学習
・クライミング体験

協 力 ・植樹指導 西南造園、宿毛森林組合
・苗木準備 宿毛市山田地区
・森林学習 宿毛森林組合
・クライミング体験 宿毛市観光協会
・ダムの学習 渡川ダム統合管理事務所

中筋川ダムへのどぶろくの搬入

蛍湖まつりでの販売
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参加者の状況と今後のニーズ

参加者及び今後のニーズ
○全イベントのアンケートにおけるイベントの認知方法を確認したところ、
ポスター、チラシが最も多く、次いで知人のすすめであった。
○SNSや新聞掲載は全回答の内１％程度と低くかった。
○また来訪者は宿毛市、四万十市からの来訪が約７割を占めているが、
高知県外からの来訪も１５％と３番目に多い結果であった。

○各イベントで今後中筋川ダム、横瀬川ダムで希望するイベントを調査
したところ、中筋川ダムはダム見学が最も多い結果であった。
○横瀬川ダムはカヌー体験、デイキャンプの順であった。
※横瀬川ダムでのサイクリングのニーズ確認はポタリング幡多の企画前のアンケートであり項目に含
めていなかった。

中筋川ダム

横瀬川ダム

イベントを知った
きっかけ

高知県外からの来訪
者には四国外からの
来訪者も。

来訪者の居住地
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事業者等ヒアリングによる今後のニーズ

ヒアリング対象 今後のニーズや意見

SUP、足こぎSUP協力事業者 ・乗り口にフラットな広場があれば良い
・四万十川の営業の閑散期では営業を中止することろもありダムで出店できると得な場合もある

キッチンカー出店者 ・集客が見込まれるイベント開催時には参加を検討できる
・蛍湖まつりは今後も出店を希望する

（一社）四万十市観光協会 ・四万十川で営業する事業者の閑散期にダムを利用できると良い
・トイレや水回りが確保できれば近年増えている車中泊観光客に紹介が可能
・三原村の農家レストランと連携し、ダムの眺望点を確保してケータリング等は魅力的では

（一社）宿毛市観光協会 【課題】
・横瀬川ダム周辺の駐車場確保
【今後の利用】
・クライミングは継続して実施するが、外の付加価値と組み合わせ半日程度過ごせることが理想
・横瀬川ダム周辺の湖面利用環境が確保できれば事業者もついてくるのではないか
・横瀬川ダムで釣りを楽しみたいという声がある（ワカサギの放流）
・３ダムのサイクルツアーなどはダムを目的に設定しやすいと想定
・幅広い世代が体験可能なコンテンツとして紅葉狩りができる環境があれば集客につながる
・いつ訪れてもダム見学できると良い

土佐くろしお鉄道 ・鉄道沿線の観光地ツアーにダム見学を取り入れたい

三原村・三原村商工会 【課題】
・案内サインや誘導サインの充実による既存施設の認知度向上
・イベント時の駐車場確保
・中筋川ダムの周りが観るだけとなっているのはもったいない
【今後の利用】
・ホタルを活かした取り組み
・ブロンプトンポタリングに星ヶ丘公園から中筋川ダム（蛍湖）のルートを検討。ダム見学とセットにしたい。
・どぶろく貯蔵の他事例としてダム湖内に沈めての貯蔵があり、付加価値をつける意味で考えられるのではないか。
・ダム周辺にドッグランがあると需要があるのではないか

かわまちづくりに関するニーズを把握するため、実証実験に参画いただいた事業者や地元観光協会などに対しヒアリングを実施。

14



ダム活元気ネットワークキャッチコピーについて

キャッチコピー選定の流れ
ダム活元気ネットワークの取り組みについて、構成員の取り組み推進に向けた一体感や、取り組みの広報のため記者発表等に

用いるバナーやキャッチコピーの作成を事務局から提案。
コアメンバーによる会議等の場で案を募り、ダム活元気ネットワーク会議開催案内にあわせて投票を依頼。
投票結果は以下のとおり。

キャッチコピー活用のイメージ

※「はたダム」は中筋川ダム、横瀬川ダム、坂本ダムなど幡多地区にあるダムの連携をイメージした造語

決定！ 投票数１位決定！ 投票数１位

↑中筋川ダム、横瀬川ダム、坂本ダムのダム湖名や周辺環境、
四万十市、宿毛市、三原村共通の特産品の柑橘で連携をイメージ

キャッチコピー 投票
ぐるっと はたダム ８
ぶらりはたダム ３
キンジョ ダム ２
つなごう はたダム ２
はたダムLet's go １
Let’s enjoy！はたダム １
はたダム Go １
機動戦士 ハタダム １
いい明日作ろう はたダム ０
みがこう はたダム ０
エンジョイ！はたっ子ダム ０
Let’s Try！ はたダム ０
つながろう はたダム ０

ぐるっと はたダムぐるっと はたダム
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